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2026年　春号　117岡 山県

せいきょう連ニュースせいきょう連ニュースせいきょう連ニュースせいきょう連ニュース
岡山県生活協同組合連合会　TEL：086-230-1315

　おかやまコープは、日本生活協同組合連合会お
よび日本コープ共済生活協同組合連合会が掲げる
子育て応援の新コンセプト「100か月CO・OP」
のもと、宅配や店舗、CO・OP共済などの事業
と活動を通じて子育て応援に取り組んでいます。

「100か月CO・OP」とは、お子さんの誕生前か
ら小学校入学までの「はじめの100か月」を応援
するコンセプトです。
　子育てイベント等で、おかやまコープの子育て
応援の取り組みをまとめたリーフレットを配布す
るなど、広くお知らせしていきます。

　おかやまコープは、瀬戸内海でカキの大量死が確認されていることを受け、県が行う「カキ大量へい死の
原因究明調査」を支援するため、「せとうち里海再生支援基金※」から寄付金20万円を贈呈しました。昨年
12月23日、この贈呈式が行われました。
　また、1月23日・27日、被害を受けたカキ生産者を支援するため、日生町漁協・邑久町漁協・笠岡地区
漁業連絡協議会に対し、組合員から寄せられた応援メッセージとお見舞金を贈呈しました。

会員生協トピックス会員生協トピックス
おかやまコープ

日生町漁協（1月23日）

寄せられた応援メッセージ（一部）

おかやまコープの子育て応援リーフレット

カキ大量死の原因調査支援・漁協応援のため寄付金を贈呈

子育て応援「100か月CO・OP」を実施中　　　

※せとうち里海再生支援基金…瀬戸内の豊か
な里海を育てる活動を支えていくことを目
的に積み立てられた基金。県産の農畜水産
物を主原料にコープが開発した商品や、県
内商品である「おかやま育ち」商品の供給
高の一部を積み立てた「コープ地域づくり
協働基金」から拠出されたものです。

おかやまコープの子育てサポート

宅配 子育ての合間にスマホで注文！
安全・安心な食材をご自宅まで
お届けします。

お店

子育てくらぶ 「にこにこ」

子育てサポート割引

ももっこカード協賛店

キッズ景品コーナー

子育て情報の提供や組合員の交流などの子育て応援
を目的とした、子育てくらぶ「にこにこ」。
1歳から3歳までの「お誕生日プレゼント」もあります。

コープアプリ おかやまコープHP

おかやまコープは寄り添います
はじめの 100 か月をずっとサポート

ママのおなかの中からはじまる
家族の大切な100か月

おかやまコープといっしょに

はじめの大切な100か月
おかやまコープはずっと寄り添います

こどもの心はすくすく育つ

からだの土台は
どんどんつくられる

ママもパパも
一緒に成長していく

配送手数料 月額880円（税込）⇒440円（税込）

親子（母子健康）手帳交付～小学生までのお子さんが
いらっしゃる方は、月額基本手数料が半額になります。

問合せセンター

0120-662-538
月～金曜8:30～20:00  土曜9:00～17:00受付時間

電話番号をよくお確かめのうえ、お掛け間違いのないようお願い申し上げます。

表紙裏表紙2

岡山県在住で、妊娠中の方、18歳未満のお子さ
んがいらっしゃる世帯に交付されている「おか
やま子育て家庭応援カード」です。
おかやまコープは全お店「ももっこカード」に
協賛しています。毎月5日・15日・25日にレジで
掲示すると、お買い物金額に応じてポイントプ
レゼント！

小学生までのお子さんと一緒のご来店で専用の
カードにスタンプが1つもらえます。スタンプが
5つたまるとおもちゃをプレゼント。
※一部店舗を除く
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はるちゃん

《たすけあい》J1000円コースがお誕生前の赤ちゃんも
申し込めるようになりました。

《たすけあい》J1000円コース
お誕生前申し込み

妊娠中や産後の大変な時期の食事をサポート。
安全・安心・栄養バランスのとれたお弁当を、日替わり

献立でお届けします。

夕食宅配弁当 たべてん便

岡山で生まれ育つ赤ちゃんとママ・パパへ
コープ商品の詰め合わせセットを無料で

プレゼントします。

親子で気軽に立ち寄っていっしょに遊んだりおしゃべり
したりしながら、子育ての情報交換やお友達づくりができ
る場です。
おかやまコープのお店を
利用して定期的に開催し
ています。
予約不要で、開催時間内
ならいつ来ていつ帰って
もかまいません。

子育てひろば

安全・安心のコープの離乳食・幼児食シリーズです。
月齢に応じて商品を豊富に取り揃えており、お子さんとの
楽しい食卓をサポートします。宅配・お店で購入可能。

きらきらステップ
きらきらキッズ

「ちょっと助けてほしい」
「困ったとき」お気軽に
お電話ください。
子育て中のママ・パパを
お手伝いします。

は～と♡ふるネット

はろーべいびーせっと

お申し込み対象

（申込日時点）：満18歳～満43歳

※単胎または双胎妊娠が対象です。
※ご加入には一定の条件があります。

【CO・OP共済ニュース】CO・OP共済に加入するには、出資金をお支払い
いただき、お近くの生協の組合員になることが必要です。

K-88786-2602

契約引受団体／
日本コープ共済生活協同組合連合会

お申し込み対象
岡山県内（玉野市を除く）在住で、親子（母子健康）手帳交付～2歳の
お誕生日までのお子さんがいるご家庭

あなたの子育てを
もっと心地よく、もっと安心に
おかやまコープは、がんばるママ・パパ
の声に耳を傾け、日々の子育てを
サポートします

共済 離乳食・幼児食 プレゼント

お出かけ お手伝い

宅配弁当

（月～金曜 9：00～17：00 年末年始除く）

生活支援サービス 総合窓口

0120-378-502

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

3 54

お申し込みできる妊婦さんの年齢

（申込日時点）：妊娠22週未満
妊娠週数
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■ 日時：2026年2月15日（日）
■ 場所：山陽新聞社さん太ホール　岡山県岡山市北区柳町2-1-1　山陽新聞社本社ビル
　2026年2月15日（日）に山陽新聞社さん太ホールにおいて、国際協同組合年

（IYC2025）を記念して、映画上映会「遺体～明日への十日間」を開催しました。
　本取り組みは、2025年度の防災・減災の取り組みとして、東日本大震災から
15年の節目に、いま一度災害について考えていただく機会として企画しました。
　午前・午後の2部制で実施し、１Fホワイエで写真・パネル・防災グッズの展示
を行い、２Fホワイエでは株式会社白獅子によるVR災害体験コーナーを実施し、
映画の内容だけでなく、受付から開演までの時間で、災害への備えを喚起しました。
　防災士として取り組まれている方々にも参加いただき、様々な感想もいただき
ました。
　映画の内容はルポルタージュにもとづいているため、実際に被災した際の想像
力をかきたてるものとなっています。
　引き続き、県民の皆さまへの啓発活動を展開していきます。

　就実生協学生部seedSでは、生協ショップにて冬の購買企画「シールラリー」を
実施しました。2025年12月1日～12月26日の期間で、200円以上購入するとシー
ルを1枚配布し、4枚集めるごとに景品（お菓子）と交換できる企画です。台紙1枚
分（シール20枚）を集めるとドリンク1本をゲットできる特典も用意し、組合員が
気軽に参加できる企画として展開しました。参加者は700名以上で、好評につき実
施期間も延長しつつ、多くの学生に楽しんでもらえる企画となりました。

　岡山大学では2026年度に向けて、推薦入試・一般入試の合格発表
があり、合わせて約2,300人の新入生が合格しました。 
　岡山大学生協では、一人暮らしをされる新入生向けに「新入生サポー
トセンター」でお部屋のご紹介を行いました。11月～ 3月までで受験
生を含む約1,000組の方が
ご来場され、お部屋探しや
新生活の準備を行いました。 

　また、オンラインや講義室での説明会を開催し、オンラインの説
明会には約1,100人、来場での説明会では約300組にご参加頂いて
います。 

国際協同組合年記念イベント 映画上映会

「遺体～明日への十日間」開催報告

2026年度 新入生向け 大学生活準備を応援！ 
～新入生サポートセンター・大学生活準備説明会～ 

会員生協トピックス会員生協トピックス 会員生協トピックス会員生協トピックス

こくみん共済 coop 岡山推進本部（岡山県労済生協）

就実生協

岡山大学生協

集めてお得！
シールラリー企画実施
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会員生協トピックス会員生協トピックス 会員生協トピックス会員生協トピックス

　1月15日、健康集会を開催し、鳥取大学
医学部の孫大輔先生が監督の短編映画「う
ちげでいきたい」を鑑賞しました。この映
画は末期がんと診断された女性が自宅で亡
くなるまでの家族の役割、それぞれの思い
を優しい嘘を通して表現しています。職員
を含めホール一杯の60人近くの出席があり

ました。鑑賞後は孫先生のリモートでの講演があり、その後、
グループワークで出席者間で意見交換を行いました。ご家族の
看取りを経験された方も多く様々な意見が聞かれました。

津山医療生協

岡山県学校生協

　充実した退職後のくらしに備えるためのセミナーを、1月31日(土)におかやま西川原プラザにて教職員共済と
の共催でおこないました。将来を見据え、充実したセカンドライフにつなげていくため、社会保険制度の概要・
住まいの基礎知識・日々の健康に関する情報についてご案内しました。退職前後の組合員とそのご家族さまを
中心に、64名の方にご参加いただきました。

　3月2日南ふれあいセンターにてびん牛乳学習会を開催しました。ＴＭＲセンター（牛の飼料工場）、ミルク工
場に続き、2026年7月には耶馬溪ファーム（酪農場）が開場します。エサを作り牛を育て牛乳を生産する。牛
の排泄物は土に返して作物を育てる循環型酪農プロジェクトの完成までもう少し。グリーンコープのびん牛乳
の歴史を学び、ノンホモ牛乳でモッツァレラチーズを作りながら、新しい牛乳の誕生を楽しみ待つ学習会とな
りました。

セカンドライフセミナーを開催しました

見て知って味わって！もぉ～っと好きになる♡
グリーンコープのびん牛乳

グリーンコープ生協おかやま
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第3回「もちつき交流会」開催

落語で終活

　1月17日（土）、三井生協田井店にて、新年恒例となった第3回「も
ちつき交流会」を開催しました。
　本イベントは、三井E&S労働組合連合会 岡山支部、三菱重工マリタ
イムシステムズ労働組合、そして三井生協の三者共催により実施した
ものです。
　臼と杵を使った餅つきには、子どもたちも元気いっぱいに挑戦！！
　普段なかなか目にすることのない昔ながらの本格的なお餅つきに、
子どもから大人まで楽しむ姿が見られました。つきたてのお餅を入れ
た温かいぜんざいを囲みながら、笑顔が広がる和やかなひとときとな
りました。
　また、人気グルメの販売や店内イベントも大盛況で、地域の皆さま
と楽しい時間を共有することができました。
　多くのお客様にご来店いただき、新しい年の幕開けを祝う、明るく
にぎやかな交流の場となりました。

　3月8日（日）、三井生協の葬祭会館「ベリーズセレスト田井」で「落語で終活」
が開催されました。
　第一部では「桂こけ枝師匠」の落語をお楽しみいただき、第二部では「も
しものとき、慌てないために」をテーマに終活講座を行いました。
　また、ご来場特典として実施した、プロの美容師によるヘアメイク付き写
真撮影会（遺影に使うためのものです！）にも多くの方が参加され、皆さま
に大変喜んでいただきました。
　当日はたくさんの方にご来場いただき、会場は笑いと笑顔に包まれ、大盛
況のイベントとなりました。

会員生協トピックス会員生協トピックス 会員生協トピックス会員生協トピックス

三井造船生協

　12/6(土)に「平和のつどい冬」を開催し、148名が参加しました。記念講演では元長崎市長の田上さんにお
話ししていただきました。戦争体験のない世代も実感できるように、80年前の原爆が落とされる前の長崎と核
によって一瞬ですべてがなくなったナガサキを対比した映像ではじまりました。ひばく者にとって、「世界中
の誰にも二度と同じ体験をさせない」という強い思いから、核兵器の問題は被爆地だけの問題ではなく、生き
ている間に人を苦しめ壊し続ける非人道的な問題としてお話されました。
　今でも世界では様々な場で戦争が起こっています。核兵器のない世界を築いていくために今私たちにできる
ことは「声をあげること」「分断のワナにかからない」「あきらめない」と講演では伝えられました。合言葉は

「Peace from おかやま」「Peace from わたし」と、ヒロシマ・ナ
ガサキだけではなく、各地から核兵器廃絶の声を上げていくことに
大きな意味があると締めくくられました。10代～ 80代まで幅広い
方が参加され、それぞれの世代で自分に引き寄せて「原爆」や「戦
争」を感じ、平和を考える機会となりました。くらしの中の「平和」
を大切にし、生協としてこれからも平和活動を発信していきたいと
思います。

岡山医療生協

12/6　平和のつどい冬を開催しました。
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会員生協トピックス会員生協トピックス 会員生協トピックス会員生協トピックス
倉敷医療生協

　倉敷医療生協笠岡・井原・矢掛の3支部と福山医療生協東支部
は、1月12日に「新春お隣どうし交流会」を開催しました。
　3年目を迎えたこの交流会には、両医療生協から18人が参加
し、混成チームでスポーツ輪投げを競い合いました。また、次
年度の新しい競技の準備として「ボッチャ」の体験もおこない、
会場となったショッピングモールには歓声が溢れていました。

　倉敷医療生協児島ブロックでは、2月12日に倉敷市立味野中学
校の1・２年生200人以上を対象に骨量測定をおこないました。
　中学校からの依頼があり、成長期の栄養指導の一環で、学校
給食の牛乳残量もきっかけのひとつとなり、倉敷市児島保健推
進室と連携した測定の取り組みができました。
　生徒の関心も高く、測定結果にも一喜一憂でした。後日オン
ラインでの栄養指導もあったようです。

「スポーツ輪投げ」で
新春お隣どうし交流会

中学生の骨量測定を実施

「今こそ考えよう平和と人権」
5月9日（土） 13：30～16：00

講　　演

くらしき健康福祉プラザ5階ホール

報　　告

クロストーク

「ジェンダーの視点で
　　　核問題を見る」

「長崎の高校生平和大使の
　　　　　 　　活動について」

「つながる　つなげる　広げる
　　　　平和の取り組みを　今」

「GeNuine」代表 
　　徳田 悠希 さん

2026年　倉敷医療生協　平和企画

●2001年東京都出身
●中高時代に修学旅行で訪れた広島で被爆
者と出会い、核兵器問題に関心を持つ。大学
進学後、核兵器廃絶への取り組みを始める。
●2023年、ジェンダーの視点から核兵器廃絶
を目指す団体「GeNuine」を立ち上げる。
●一橋大学国際公共政策大学院修士1年。
●2025年3月に開かれた核兵器禁止条約第
3回締約国会議では、市民の立場から発言。

　徳田さん、芮さん、高田さんと一緒に、昨年原水爆禁止世界大
会等に参加した職員、組合員、地元高校生（予定）が、平和につい
て語り合います。

主催：倉敷医療生活協同組合 社保・平和委員会　　後援：倉敷市 倉敷市教育委員会

長崎日大高校

芮 序知さん
いえ   そじ

長崎南山高校

高田 健士郎さん

被曝３世

たかだ  けんしろう

どなたでも無料で参加できます。お申し込みは二次元コードから

とくだ　   ゆうき

ジェヌイン

参加
無料
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　2月17日（火）、2025年度組合員活動交流集会が
オルガホール（岡山市北区）にて開催され、会場参
加50名とオンライン参加54名が参加しました。

　コミュニティーデザイナーの山﨑 亮氏による学習講演では、建築デザイナーで
あった氏が建築をよりよいものにするには住民主体であることが重要、と気づいた
ことがきっかけで、コミュニティデザインに携わるようになったことが紹介され、
人口減少が確実な中、「縮充」という考え方で、経済成長ではなく、「人生こそ財産」
という豊かな生活を送っている人が多い、周りにいい影響を与えるような人による
コミュニティが求められると話しました。
　その運営では「楽しさ」が大切で、新しい人が来て活動が変わっていくようなスタ
イルはコミュニティの活性化につながっており、組合員活動でも共通するのではと提
起、実践事例として秋田での年齢とともに楽しく生きるまちづくり「2240歳スタイ
ル」を紹介しました。コミュニティデザインの思想は生協と共通したものがあり、「自
分たちで生活を協同でより良いものにしていく」という生協の源流となる協同組合の思想や、事業と活動の共
存のあり方にも言及、多くの参加者から「生協の思想を改めて認識できた」、「『楽しさ』や『参加』の力に確
信を持つことができた」などの感想が寄せられました。

「人口減少社会にどう立ち向かうか」
をテーマに組合員活動交流集会開催

学習講演：「縮充する地方
　～参加が創り出す
　　人口減少社会の希望」

2つの生協より「地域づくり」に関する活動報告がありました

　生協の取り組み報告では、おかやまコープ全体理事 鍋谷 理恵子さんから、
「おかやまコープの地域社会づくり課題への取り組み」と題して、2023年に
始まり37の地域づくり活動とのコラボにつながった「＃あいコミュニティ」
の事例やフードドライブの活動など直近の取り組みが紹介されました。

　岡山医療生協 瀬戸支部長 河井 伸士さんからは、「医療生協瀬戸支部たまり
ばでのボランティア活動について」と題して、ボランティアグループ結成の動き
と地域包括センターからの認知症カフェ運営の依頼とがマッチして実現されたと
りくみが紹介され、地域の元気づくりにつながっていることが報告されました。

★Youtubeで見逃し配信を視聴できます。（2026年4月末まで）。　
　視聴ご希望の方は岡山県生協連 okayama.kenren_coop@okayama.coop　までご連絡下さい。

鍋谷 理恵子さん▶︎

河井 伸士さん▶︎

県生協連　組合員活動交流集会

山﨑 亮氏
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　ヘルスチャレンジ2025は、生活習慣の見直しと健康づくりの習慣を身につける
ことを目的に、「運動」「食事」「お口」を中心とした健康づくりに30日間チャレン
ジし健康増進を目指す取り組みです。昨年に引き続きキッズコースを含めた5つの
コースを提案しました。2023年度よりおすすめコースを設定し、今年度は「お口
のコース」をおすすめとしました。岡山県「健康おかやま21」協賛事業、CO･OP
共済健康づくり支援企画として実施しました。
岡山県をはじめ、県内すべての自治体、４教育
委員会、山陽新聞社から後援をいただきました。
また赤磐市・和気町の広報誌に掲載していただ
きました。さらに和気町の「わくわく健康ポイ
ント」の対象となりました。

〈参加者の声から〉
●　「すみずみまでしっかり歯みがきをしよう」と鏡を手に持ち、みがく歯

がよく見える様角度をかえてデンタルフロスを使ってていねいにみが
きました。

●　いつも食べたいものを選ぶけど、野菜や栄養的な面も考えて食事しま
した。

●　毎日体重を測り、人とのおしゃべりやつながり、会食などを通して楽
しく健康を心掛けることが出来ました。

　消費者ネットおかやまが岡山県から受託して開催した「見守り力アップ講座」は消費者被害の未然防止のため、
地域の見守り力アップをめざし、地域の消費者や高齢者に関わる業務に携わるさまざまな団体に被害の実態と
見守りのポイントを学習していただく講座です。
　デジタル化が進む中、ネットを介した消費者トラブルが急増、SNSを
入口とした詐欺の被害も拡大しています。まずは自分が被害者にならな
い知識を持つこと、周囲の人が被害に会っていないかを気づく眼を持つ
こと、困ったときの相談先を知っておくことが大切ということを県内各
地でさまざまな立場の人が学びました。

８,０６５人が取り組み、
健康づくりや生活習慣の見直しにつなげました

岡山県委託事業 2025年度見守り力アップ講座を
8か所で開催、193名が受講。

「ヘルスチャレンジ2025」（2025年6月～11月）取り組み報告

ヘルスチャレンジとは健康増進を
めざす取り組みです。この企画を
通じて、生活習慣の見直しと健康
づくりの習慣を身につけましょう。

Ⓒ 岡山県「ももっち・うらっち」

岡山県生活協同組合連合会（TEL 086-230-1315）主 催

岡山医療生活協同組合（TEL 086-271-7880）
倉敷医療生活協同組合（TEL 086-448-3369）
津山医療生活協同組合（TEL 0868-28-3855）

共 催

協 力

後 援

岡山県学校生活協同組合・三井造船生活協同組合・生活協同組合おかやまコープ
こくみん共済coop岡山推進本部・ヤンマーアグリ岡山地区生活協同組合・岡山大学生活協同組合
グリーンコープ生活協同組合おかやま・就実生活協同組合・岡山県協同組合連絡協議会

岡山県・岡山市・倉敷市・津山市・玉野市・笠岡市・井原市・総社市・高梁市・新見市・備前市
瀬戸内市・赤磐市・真庭市・美作市・浅口市・和気町・早島町・里庄町・矢掛町・新庄村・鏡野町
勝央町・奈義町・西粟倉村・久米南町・美咲町・吉備中央町
岡山県教育委員会・岡山市教育委員会・倉敷市教育委員会・津山市教育委員会・山陽新聞社 ヘルスチャレンジの

詳細はこちら

※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

※景品は類似品に変更になる場合があります。

結果報告いただいた方の中から抽選で600名様に
プレゼント

!!
歯科医が選んだ

はみかぎセツト

時には寸劇も取り入れて学習

特定非営利活動法人　適格消費者団体　消費者ネットおかやま

2025年度「見守り力アップ講座」開催一覧
開催日 主　　催　　者
7/  8 おかやまコープ倉敷エリア

11/17 倉敷医療生協　玉島浅口ブロック
11/24 （株）東京リーガルマインド　市民後見人養成講座内
1/23 岡山大学生協
2/12 浅口市鴨方地区民生委員児童委員協議会
2/25 おかやまコープ　西エリア地域社会づくりプロジェクト
3/  3 倉敷医療生協　乙島支部
3/14 岡山医療生協　虹のカフェ運営G

玉島歯科医院で
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県生協連・会員生協 　役員研修交流会

　1月7日（水）オルガホールにて、
県生協連・会員生協役員研修会が開
催され、77名（会場45名、オンラ
イン32名）の役職員が参加しました。
県生協連田中会長の開会挨拶の後、
来賓の岡山県県民生活部くらし安全
安心課の大村 伸枝課長から、厳しい
生活環境の中、生協と協力していき
たい旨、ご挨拶をいただきました。

　講演は「気候変動と食料安全保障、農業・農村の持続可能性～コメと野菜を切り口に
今後の農業・食料のあり方を考える」と題して、気候変動の現状と問題点、農業を含め
たフードシステムが気候変動にもたらす影響、そして、現在の米や食料の価格高騰を取
り巻く状況についての３つの側面からお話しいただきました。
　異常気象、地球温暖化は世界的に特にここ数年で顕著で、農作物の栽培地や栽培品種
なども変えていかざるを得ない状況になっています。暑さに強い品種の開発や遮光素材
の利用などの対策も進んでは来ているものの、忘れてはならない視点として、農林水産
分野が排出する温室効果ガスの削減が問われていること、日本では「みどりの食料シス
テム戦略」を策定し、環境対応と生産力の向上、持続性が追求されていることに触れま
した。

　一方、世界のフードシステムを見ると、栄養の偏り、食料廃棄、自然資源の危機など「隠れたコスト」が
膨大であり、「私たちがどのように食べるか、世界がどのように活用されるか」を考え行動することが必要だ、
と述べました。その中で生協には生産者と消費者がともに考える仕組みを持っていること、社会的な意見表
明ができることへの期待をいただきました。
　米をめぐる問題では、「令和の米騒動」で9割の消費者が米の購入を困難に感じていることや農政の対応が不
十分だったこと、生産者の生産基盤の弱体化などで、消費者と適正価格の乖離も起きてきたことが述べられま
した。これらに対応していくためには生産者と消費者の声が反映された、市場原理に任せるだけでない「食の
民主主義」が必要ではないかと述べ、日々の買い物行動で実践していくことなど、生協も含めた市民活動への
期待で締めくくりました。

気候変動と農業・食糧問題へ影響や
持続可能性について学習

大村課長

田中会長

松平 尚也氏

参加無料

ルポライター。詐欺や悪質商法の実態を明らかにするため、勧誘現場やセミナーなどに自ら潜入する取材などを通じて、
実際の手口やだましの心理をわかりやすく解説するとともに、だまされないための「情報を使いこなす力」と「断る勇気」など
の対策を市民に伝えている。

なぜ人はだまされるのか？
～潜入取材で見た詐欺・悪質商法の手口と対策～

6月6日（土） 14:30～16:30日　　時 オルガホール、オンライン視聴場　　所

講　　師

2026年度消費者月間講演会のご案内

多田 文明さん

お問い合わせは、特定非営利活動法人 消費者ネットおかやま（☎086-230-1316）まで


